
 

 

 

 

 

 

弥生時代の人骨や土器を限定公開。尼崎、伊丹、豊中 3 市の資料が一堂に 

田能資料館開館 50 周年記念特別展「田能遺跡の弥生人―田能家の人々―」 

 

尼崎市は、11 月３日から 12 月 20 日まで、田能資料館で開館 50 周年記念特別展「田能

遺跡の弥生人―田能家の人々―」を開催します。 

田能遺跡からは 16 体の弥生時代の人骨と 17 基の埋葬施設、3 基の方形周溝墓が昭和 40

年に出土しており、当時不明であった近畿地方での弥生人と弥生時代の墓制を探る上で大

きな発見となりました。 

本特別展では、田能遺跡と周辺遺跡出土の弥生人骨を紹介し、50 周年の節目に公開する

ことで、この地域に暮らした弥生人について考えます。期間中は、尼崎、伊丹、豊中の 3

市に分かれた弥生時代の遺跡出土土器が、一堂に会する貴重な機会です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 開催概要 

会 期：11 月３日～12月 20 日 

  会 場：田能資料館 展示・学習室（尼崎市田能６-５-１） 

  休館日：月曜日（月曜日が祝・休日の場合、翌平日に休館） 

  時 間：午前 10 時～午後５時（入館は閉館の 30 分前） 

  入場料：無料 

以 上 

令和 2年 10 月 30 日 

所 属 教育委員会事務局 田能遺跡担当 

所属長 伊元 俊幸 

電 話 06－6492-1777 

原田西遺跡（伊丹市）方形周溝墓出土弥生土器 
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田能遺跡出土第 1号墓 






